
 

回答要領 

○ 回答いただきたい内容 

業務効率化・職場環境改善を目的として導入を検討している ICT 機器、ソフトウェア、外部サービ

スなど（導入が正式に決定しているものに限らず、幅広にご回答ください。） 

 

○ 業務効率化の内容の例  

（医師部門） 

・ 診療情報提供書、退院時サマリ等の文書作成に要する時間の減 

・ がん登録等のデータ入力作業に要する時間の減 

・ 医師の超過勤務時間の減 

・ 医師事務作業補助者の効率的配置 

（調剤部門） 

・ 薬剤師の調剤業務時間の減 

・ 薬剤師の薬歴、退院時服薬指導等の文書作成に要する時間の減 

・ 薬剤師の医薬品情報業務時間の減 

・ 薬剤師の超過勤務時間の減 

（看護部門） 

・ 患者情報収集、看護記録の作成、医師からの指示待ち等に要する時間の減 

・ 夜勤帯看護職員による患者訪室頻度の減 

・ 看護職員の超過勤務時間の減 

・ 看護補助者の効率的配置 

（その他コメディカル部門） 

・ リハ職種の記録作成等の時間の減 

・ その他医療関係職種の超過勤務時間の減 

・ リハ職種による入院後早期リハ介入率の増 

・ 臨床工学技士が中央管理するＭＥ（医用工学）機器割合の増 

（事務部門） 

・ 職員の勤怠管理業務に要する時間の減 

・ レセプト点検業務に要する時間の減 

・ 外来患者の待ち時間の減 

・ 事務職員の超過勤務時間の減 

（その他のバックアップ部門） 

・ 給食部門のクックチル方式導入による早朝・深夜勤務の減 

 

○ ICT機器等の例 

・ 職員間の情報共有のためのスマートフォンや業務用インカム 

・ 患者の見守り支援機器等 

・ 生成ＡＩを活用した各種業務支援サービス（ＡＩ問診や文書自動作成支援等） 

・ 薬剤・検体搬送ロボット 

・ マセレーター（容器ごと粉砕・排水処理する汚物処理設備） 

・ 薬剤自動分包機 

・ その他、医事部門・給食部門・清掃部門等の職員の業務効率化に資するＩＣＴ機器 

 

※ ＩＣＴ機器等にはソフトウェアやサービスも含まれる。 

※ ＩＣＴ機器導入に附随する設置費用、訓練費用、効果測定費用、関連設備の改修費用（Wi-Fi環境

整備費用や電子カルテ等のシステム連携費用を含む。）も含まれる。 

※ 電子カルテの新規導入及び更新費用は含まれない。 

※ 施設整備費用（例：休憩室・レクリエーション関連施設、院内保育所等の施設整備費用）は対象と

ならない。 


